
                              令和 8 年 10 月 1 日  

株式会社住まいのクワザワ  

就活ハラスメント防止方針  
 

株 式会 社 住 ま いの ク ワ ザ ワ（ 以 下「当 社」と い いま す 。）は、就 職 活 動 中の 学 生・求 職 者 の 皆 さま（ 以

下「 就 活生 等 」と いい ま す。）が 安 心 して 当 社 の イン タ ー ン シッ プ 、採 用選 考 、OB・OG 訪 問 そ の他 の 採 用 活

動 に参 加 で き るよ う 、 就 活ハ ラ ス メ ント の 防 止 に真 摯 に 取 り組 み ま す 。  

就 活ハ ラ ス メ ント は 、就 活生 等 の 尊 厳や 人 格 を 傷つ け る 人 権侵 害 で す 。当社 は 、セ クシ ュ ア ルハ ラ ス

メ ント 、パワ ー ハラ ス メ ン トを は じ め、差 別 その 他 いか な る 形 態の ハ ラ ス メン ト も 容 認せ ず 、能 ⼒ と適 性 に 基

づ く公 平 か つ 透明 な 採 用 活動 を ⾏ い ます 。  

 

• 採 用活 動 に お ける 面 会 は 、当社 施 設 、また は 公 的な 場 所（ 大 学キ ャ ン パス 内 、個 室で な い 飲 食店 ）、オ

ン ライ ン 等 、 会社 が 指 定 する 透 明 性 の確 保 さ れ た場 所 で ⾏ い、 必 要 に 応じ て 複 数 名で 対 応 し ます 。  

• 飲 酒を 伴 う 会 食お よ び 私 的な 面 会 を ⾏い ま せ ん 。  

• 連 絡に は 会 社 のメ ー ル ア ドレ ス 、採 用管 理 シ ス テム 、業 務 用携 帯 電 話 等を 用 い 、個 人 の SNS や 私的 な

連 絡先 を 利 用 しま せ ん 。  

• 私 生活 、容 姿・⾝ 体 的 特 徴等 に 関 す る不 適 切 な 質問 や 発 ⾔、交 際 の 要 求、選 考 結 果と 結 び 付 けた ⾔動

を 禁止 し ま す 。  

• 採 用活 動 に 関 わる 役 員 ・ 従業 員 へ 、 ハラ ス メ ン ト防 止 教 育 を継 続 的 に 実施 し ま す 。  

当社の取り組み  
1.  ⾏ 動 規 範 の 遵 守 ︓採 用 活 動に 関 わ る すべ て の 役 員・従 業 員 は、⽴ 場 上 の優 位 性 を 利用 せ ず 、人 権 を尊

重 した ⾏ 動 規 範と 面 談 ・ 面接 の ル ー ルを 遵 守 し ます 。  

2.  教 育 ・啓 発 ︓就 活ハ ラ ス メン ト 防 止 研修 を 定 期 的に 実 施 し 、正し い 知 識と 責 任 あ る⾏ 動 の 定 着を 図 り

ま す。  

3.  相 談 体 制︓相 談者 お よ び 関係 者 の プ ライ バ シ ー を厳 守 し 、相 談や 事 実 確認 へ の 協 ⼒を 理 由 と する 採 用

選 考上 の 不 利 益な 取 扱 い を⾏ い ま せ ん。 必 要 な 是正 措 置 と 再発 防 止 策 を講 じ ま す 。  

4.  継 続 的 改 善 ︓本 ⽅針 と 運 用状 況 を 定 期的 に ⾒ 直 し 、安 心・公 平で 透 明 性の ⾼ い 採 用環 境 の 改 善に 努 め

ま す。  

就活ハラスメント相談窓口  

当 社の 採 用 活 動で 不 適 切 な⾔ 動 や 不 安を 感 じ た 場合 、 判 断 が難 し い 場 合も 、 以 下 へご 相 談 く ださ い 。  
社 内相 談 窓 口 ︓soumu@sumaino-kuwazawa.co.jp 

外 部通 報 窓 口 ︓ https://www.kuwazawa-hd.co.jp/report/ 

 

当 社は 、本⽅ 針 に基 づ き、公 正で 透 明 性 の⾼ い 採 用 活動 を 実 施 し、就 活生 等 の皆 さ ま と の信 頼 関 係 を大 切 に し

て まい り ま す 。  


